
いくつかの進法で円周率を表したとき、以下のような割合で数字が出

現した。（グラフ上の数字は百分率である）

研究の背景 結果①

結果②

今後の展望
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正規数とは、無限小数表示において数字列が一様に分

布しており、各桁の数字が表れる頻度に偏りがないと

いう性質を持つ実数のことである。また、人工的に作

られていない数が正規数であることの証明は難しいこ

とされており、現在も円周率が正規数であるという証

明はなされていない。

そこで、この研究では証明を目指すのではなく、実験

的な手法で円周率が正規数であるという仮説を検証す

る。

プログラミングを用いて調べたところ、各数字が一様

に出現することがわかった。

・検定を行い、結果の信頼性を評価
・「任意」の進法で表したときに同じような結果が出るのか
・分数進法や無理数進法ではどのようになるのか
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◯基数が10である場合

手段

円周率が任意の進数で正規数である

ことのプログラミングを用いた検証
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Pythonを用いて円周率を任意の進数で表す

↓

150000桁までの数字の出現頻度を調べる

0：10.051　　　　　　5：10.117

1：10.069　　　　　　6：9.9707

2：9.9973　　　　　　7：10.039

3：9.9360　　　　　　8：10.001

4：9.9680　　　　　　9：9.8506

以下の割合で出現した（百分率）

50.0 50.0
33.3

33.1

33.6

20.0

34

20.0

20.0

19.9

20.0
16.7

16.5 16.8

16.8

16.7 16.5

14.3

14.2

14.4

14.2 14.4

14.4

14.2


